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スマートデバイスアプリ
『COCOAR2（ココアル2）』で
表紙をかざしてみてください！

酒米の田植えの動画
が見られます！

【COCOAR 2】

あきやま有機農村未来塾による

「酒米の田植え」

広
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■
平
成
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号

※
本
紙
は
資
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保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
編
集　

佐
野
市
広
報
・
地
域
連
携
課
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市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英

　

ま
だ
ま
だ
梅
雨
空
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
梅
雨
が
明
け
る
と
子
ど
も

た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
各
町
会
で
は
夏
祭

り
な
ど
、
各
催
し
の
準
備
で
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
３
日
に
は
、
爽
や
か
な
快
晴
の
も
と
佐
野
市
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
県
大
会
開
催
の
年
で
あ
り
、
佐
野

市
の
代
表
を
か
け
、
各
分
団
の
精
鋭
た
ち
が
全
力
で
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
結
果
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
第
23
分
団
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
19
分
団
が
優
勝
し
、
今
月
28
日
に
開
催

さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
代
表
の
皆
さ
ん
の
県
大
会
で
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
の
９
日
、
10
日
に
は
、
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
外
に
て
、

関
東
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
関
東
各
県
代
表
の
28
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

開
催
地
の
本
県
か
ら
は
、
県
予
選
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
佐
野
日
大
高

校
が
第
一
代
表
と
し
て
出
場
し
、
春
の
全
国
大
会
を
制
し
た
神
奈
川
の

桐
蔭
学
園
高
校
と
茨
城
の
茗
溪
学
園
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
結
果
、

全
国
常
連
校
の
壁
を
破
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
健
闘
し
た

選
手
の
姿
は
地
元
応
援
団
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。４
年
後
の「
い

ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
で
は
、本
市
が
ラ
グ
ビ
ー
会
場
と
な
り
ま
す
。

そ
の
時
に
は
佐
野
市
を
挙
げ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
佐
野
市
が
所
有
す
る
施
設
の
適
正
配
置
に
向
け
た
計
画
の
説

明
会
を
市
内
各
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
り
税
収
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
将
来
を
担
う
次
の
世
代
に

負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
統
廃
合
や
複
合
化
な
ど
各
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
、

夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

　

今
年
４
月
か
ら
中
学
１
年
生
に
な
っ

た
ば
か
り
の
土
澤
君
は
、
小
学
４
年
生

か
ら
、
そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
た
野
球
を

や
め
、
高
校
時
代
に
経
験
者
だ
っ
た
両

親
に
す
す
め
ら
れ
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を

始
め
た
そ
う
で
す
。「
最
初
は
チ
ャ
ン

バ
ラ
ご
っ
こ
の
延
長
み
た
い
で
面
白
く

て
興
味
を
も
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
。
で
も
セ
ン
ス
が
あ
っ
た
ん
で
す

か
ね
？
」
と
お
母
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

小
学
４
年
生
の
６
月
に
始
め
て
、
そ

の
年
の
８
月
に
は
、
県
大
会
の
小
学
生

の
部
で
優
勝
し
、
そ
こ
か
ら
県
内
で
は

負
け
な
し
だ
そ
う
で
す
。
小
学
５
年
生

で
東
日
本
大
会
に
出
場
し
、
小
学
６
年

生
の
９
月
に
は
全
国
大
会
で
６
位
と
い

う
成
績
を
収
め
た
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
海
外
遠
征
選
手
に
も
選
ば
れ

貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
栃
木
市
大
平
町
の
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
週
２
回
通
い
、
約

２０
人
の
仲
間
と
練
習
に
励
み
、
さ
ら
に

土
・
日
曜
日
に
は
宇
都
宮
の
高
校
に
出

向
き
、
高
校
生
相
手
に
練
習
を
積
ん
で

 土澤 悠貴 さん
（牧町）

○プロフィール

平成１７年１０月５日生　

栃木県フェンシング国体強化選手に

選ばれた常盤中１年生

い
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
「
練
習
も
試
合
も

面
白
い
。
も
っ
と
技
も
覚
え
た
い
。
持

ち
味
の
ス
ピ
ー
ド
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た

め
に
脚
力
も
つ
け
た
い
」
と
意
欲
を
燃

や
し
ま
す
。「
教
え
れ
ば
す
ぐ
吸
収
す

る
か
ら
教
え
が
い
が
あ
る
」
と
お
父
さ

ん
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
、
栃
木
県
国
体
強
化

選
手
に
選
出
さ
れ
た
土
澤
君
は
「
た
く

さ
ん
経
験
を
積
ん
で
、
い
つ
か
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
り
た
い
」
と
し
っ

か
り
と
し
た
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。　
　
　
　

　
　
　
　

︵
市
民
記
者　

山
﨑
ち
か
子
︶

第
３
回
全
国
小
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手

権
大
会
で
活
躍
す
る
土
澤
君
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誤
解
さ
れ
や
す
い
方
言

“
セ
ツ
ナ
イ
と
マ
サ
カ
と
キ
ガ
オ
ケ
ナ
イ
”

　

共
通
語
と
方
言
に
は
、
同
じ
音
を
も
つ
語
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
意
味
が
異
な
り
誤
解
さ
れ
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
共
通
語
の
「
切せ

つ

な
い
」
は
、
心
中
で
つ
ら
く
思
っ
て
い
る
こ
と
を
晴

ら
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
、
悲
し
く
て
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
そ
う
だ
と

い
う
気
持
ち
を
表
す
こ
と
ば
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
方
言
の
セ
ツ
ナ
イ

は
、
や
る
せ
な
い
と
か
、
金
銭
や
物
資
が
な
く
乏
し
い
と
い
っ
た
意
味
で

す
。
訛な

ま

っ
て
、
セ
ツ
ネ
ー
と
い
う
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

「
昔
は
、
あ
の
人
は
、
は
ぶ
り
が
よ
か
っ
た
け
ど
、
あ
ん
な
に
繁

は
ん
じ
ょ
う盛

し
て
い
た
商
店
が
チ
ャ
ブ
レ
チ
ャ
ッ
タ（
倒
産
し
た
）ン
で
、
今
ジ
ャ
ー
、

ひ
っ
そ
り
と
セ
ツ
ネ
ー
暮
ら
し
を
し
て
ま
す
よ
」

　

ま
た
、
共
通
語
の
「
ま
さ
か
」
は
、
下
に
打
消
し
の
語
を
伴
っ
て
、「
ま

さ
か
来
な
カ
ン
ベ
ー
」な
ど
と
い
い
ま
す
。
だ
が
、方
言
の
マ
サ
カ
は
、“
は

な
は
だ
、
非
常
に
”
と
い
う
意
味
で
、
下
に
打
消
し
の
語
を
伴
う
こ
と
が

な
く
、
強
め
て
マ
ッ
サ
カ
と
も
い
い
ま
す
。

　

「
あ
の
子
が
、
ま
さ
か
あ
ん
な
に
速
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
実

際
に
走
っ
て
い
る
の
を
見
た
ら
、
マ
サ
カ
速
い
ん
で
び
っ
く
り
し
た
よ
」

　

特
に
気
を
つ
け
た
い
方
言
に
“
キ
ガ
オ
ケ
ナ
イ
”
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

キ
ガ
オ
ケ
ナ
イ
は
、
気
を
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
油
断
で
き
な
い
と

い
う
意
味
で
す
。
佐
野
に
は
、
こ
の
キ
ガ
オ
ケ
ナ
イ
と
同
じ
音
を
も
つ
共

通
語
「
気
が
置
け
な
い
」
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
キ
ガ
オ
ケ
ナ
イ

と
は
正
反
対
の
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
キ
ガ
オ
ケ
ナ
イ
は
、
共
通
語
が

転
意
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
期
は
比
較
的
新
し
く
、
明
治
の
初
期
頃
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　６月９日、佐野日本大学短期大学にて、第１回講座

が開催されました。「佐野学」とは、市民のための市

民による教養講座で、昨年開催時も好評を博しました。

　今回は田村田さんを講師に、「孫から見た人間国宝・

田村耕一の素顔」をテーマに講演が行われ、来場者は

貴重な話に耳を傾けていました。

　なお、「佐野学」は７月中にも２回の講演を予定し

ておりますので、ぜひご参加ください。日程やテーマ

などの詳細は、広報さの６月号に掲載しております。

　　

「佐野学」市民講座　～知られざる佐野ゆかりの偉人～

今回の表紙　「あきやま有機農村未来塾による田植え」平成３０年６月３日撮影　

　秋山町で「酒米の田植え」が行われ、県内外からの参加者が青空の下、田植え体験を通

して交流しました。無農薬で育った苗は１０月に収穫され、地酒「あきやま」が醸造されます。

日本女性会議２０１９さの開催に向けて

　５月１２日、ＪＷＣさの ( 日本女性会議さの大会を成功させる会 ) が、

さの大会実行委員長の宇都宮大学副学長・藤井佐知子さんを招き講演

会を開催し、会場となった市役所 1 階市民活動スペースは、県内外か

ら約１００名の方々が参加し満席となりました。　

　藤井実行委員長は、政府の方針や社会の問題点を踏まえたうえでの

佐野開催に向けた意気込みを分かりやすくお話しされました。講演後の

質疑では、参加男性からの質問や市外参加者から「県内の市町村みんな

で応援したい」との発言もあり、佐野開催に向けての期待の大きさを感

じました。日本女性会議さの大会の開催まであと１年３カ月となり、Ｊ

ＷＣさの橋本代表は「開催に向けて一人でも多くの方々に関心を持って

いただく活動を続けていきます。」とお話し下さいました。

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 （市民記者　永倉文子） 発言する参加者

講演する藤井さん

※市のフェイスブックでも、

　市内のイベントなどの様子

　をお知らせしています。

　ぜひ、ご覧ください！

話
に
聞
き
入
る

　
　
満
員
の
会
場

講
演
す
る
田
村
さ
ん
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水と緑にあふれる北関東のどまん中　支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市将
来
像

推
進
テ
ー
マ

基
本

目
標
(7)

(18)

政
策

(38)

施
策

定住   促進

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観光立市、スポーツ   立市、産業・文化立市

1. 魅力ある産業で賑わう
活力あるまちづくり

1.

 
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

1  
地
球
環
境
に
配
慮
し
た

　ま
ち
づ
く
り

2  
人
権
を
尊
重
し
た
市
民
参
加
に

　よ
る
ま
ち
づ
く
り

1  
多
彩
な
交
流
と
情
報
共
有
に

　よ
る
ま
ち
づ
く
り

2 
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　ま
ち
づ
く
り

1  
住
み
や
す
い
快
適
な

　ま
ち
づ
く
り

2  
都
市
機
能
の
充
実
し
た

　ま
ち
づ
く
り

3 
豊
か
な
心
と
確
か
な

　学
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

1  
地
域
と
と
も
に
学
び
育
て
る

　ま
ち
づ
く
り

2

2. 新たな流れの創造による 
賑わうまちづくり

3. 健やかで元気に
　暮らせるまちづくり

4.豊かな心を育み、
　学び合うまちづくり

5. 快適により安全で安心
　して暮らせるまちづくり

6. 美しい自然、環境と 
調和するまちづくり

7.市民参加による
　自立したまちづくり

 
産
業
振
興
で
活
力
あ
る

　ま
ち
づ
く
り

1

 
活
力
あ
る
商
業
・
鉱
工
業
の
振
興
と

　
企
業
誘
致
の
促
進

1  
出
流
原
P
Ａ
周
辺
開
発
の
推
進

2

 
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　ま
ち
づ
く
り

2

 
中
心
市
街
地
及
び
地
域
市
街
地
の

　
活
性
化

1  
都
市
型
農
業
の
推
進

2  
中
山
間
地
域
の
活
性
化

3  
特
色
あ
る
教
育
と
心
の
教
育
の
推
進

1  
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備

2  
生
活
を
豊
か
に
す
る
生
涯
学
習
の
推
進

1  
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上

2  
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

1  
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対
策
の
推
進

2  
市
政
情
報
の
共
有
と
広
聴
活
動
の
充
実

2 
国
際
交
流
・
地
域
連
携
の
推
進

1 
ご
み
の
発
生
抑
制
と
資
源
の
有
効
活
用

1  
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
創
出

2 
快
適
で
質
の
高
い
住
環
境
の
整
備

1  
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
と

　
生
活
排
水
の
適
正
処
理

2  
市
民
と
協
働
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

1  
個
々
の
人
権
を
尊
重
す
る
地
域
社
会
の

　
形
成
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

2 
公
共
交
通
網
の
整
備

2 
都
市
機
能
を
高
め
る
幹
線
道
路
の
整
備
と

　
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

1  
地
球
環
境
の
保
全

2 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

1 
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

1  
地
域
医
療
体
制
の
充
実

2  
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
支
援

1  
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

2

 
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　ま
ち
づ
く
り

1  
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

　ま
ち
づ
く
り

2  
助
け
合
い
生
き
が
い
を

　実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

3

 
豊
か
で
健
や
か
な
長
寿
社
会
の
実
現

1  
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
の
推
進

2  
地
域
福
祉
の
推
進
と
生
活
保
障
の
確
保

3

 
観
光
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
る

　賑
わ
い
と
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

1

 
ひ
と
を
集
め
る
観
光
戦
略
の
展
開

1  
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
開
発
と
整
備

2

 
歴
史
・
文
化
を
守
り
育
て
る

　ま
ち
づ
く
り

3

 
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

1  
歴
史
・
文
化
資
源
の
継
承
と
保
存

2

 
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
う

　魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

4

 
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進

1  
移
住
・
定
住
の
促
進

2

 
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
人
々
が

　集
ま
る
ま
ち
づ
く
り

2

 
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

1  
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

2

前期基本計画について
　このたび、平成２９（２０１７）年度で「佐野市総合計画後期基本計画」が終了したことから、新たに平成
３０（2０１８）年度より４年間を計画期間とする「第２次佐野市総合計画前期基本計画」を策定しました。
　第２次佐野市総合計画のスタートとして、この前期基本計画に基づき、市が目指す将来像「水と緑にあ
ふれる北関東のどまん中　支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市」の実現に向けて、まちづくりの課題
を目的別に整理した１８の政策と３８の各種施策を推進していきます。

第
２
次
佐
野
市
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

※リーディングプロジェクト
　本市では、まちづくりを推進するうえで核となり、特に重要かつ先導的な役割を持つ施策横断的な取組をリー
ディングプロジェクトとして位置付けています。
　第１次総合計画では、「観光立市の推進」及び「スポーツ立市の推進」に重点を置いて取り組んできました
が、これに加え、第２次総合計画前期基本計画では「産業・文化立市の推進」をリーディングプロジェクトとし
て位置づけ、人と地域が輝く「交流拠点都市」の実現を目指します。

【 観光立市の推進 】
　「住んでよし、訪れてよし」の佐野市を
築きあげていくことを目的とし、観光振興
による経済の活性化、雇用機会の増大、国
際相互理解の増進などを図り、全国から選
ばれる魅力あるまちづくりを推進します。

【 産業・文化立市の推進 】
　本市の高速交通の利便性を最大限に活用
し、地域産業の発展と企業誘致による経済の
活性化を図るとともに、市民文化の醸成と歴
史・文化資源、文化芸術活動を本市の財産と
して保存・振興を図り、積極的なシティセー
ルスにより、潤いのある豊かな生活環境の創
造と全国に誇れる地域づくりを推進します。

※

観光ボランティア 佐野インランドポート

【 スポーツ立市の推進 】
　自ら行う「するスポーツ」、トップレベ
ルの試合を観戦する「観るスポーツ」、ス
ポーツ大会等の運営を支援する「支えるス
ポーツ」など、様々な形で市民がスポーツ
に親しみ、スポーツに対する愛着と情熱を
醸成する中
で、スポーツ
ツーリズムを
とおして人が
行き交い賑わ
うまちづくり
を推進します。

さのマラソン
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水と緑にあふれる北関東のどまん中　支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市将
来
像

推
進
テ
ー
マ

基
本

目
標
(7)

(18)

政
策

(38)

施
策

定住   促進

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観光立市、スポーツ   立市、産業・文化立市

1. 魅力ある産業で賑わう
活力あるまちづくり

1.

 
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

1  
地
球
環
境
に
配
慮
し
た

　ま
ち
づ
く
り

2  
人
権
を
尊
重
し
た
市
民
参
加
に

　よ
る
ま
ち
づ
く
り

1  
多
彩
な
交
流
と
情
報
共
有
に

　よ
る
ま
ち
づ
く
り

2 
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　ま
ち
づ
く
り

1  
住
み
や
す
い
快
適
な

　ま
ち
づ
く
り

2  
都
市
機
能
の
充
実
し
た

　ま
ち
づ
く
り

3 
豊
か
な
心
と
確
か
な

　学
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

1  
地
域
と
と
も
に
学
び
育
て
る

　ま
ち
づ
く
り

2

2. 新たな流れの創造による 
賑わうまちづくり

3. 健やかで元気に
　暮らせるまちづくり

4.豊かな心を育み、
　学び合うまちづくり

5. 快適により安全で安心
　して暮らせるまちづくり

6. 美しい自然、環境と 
調和するまちづくり

7.市民参加による
　自立したまちづくり

 
産
業
振
興
で
活
力
あ
る

　ま
ち
づ
く
り

1

 
活
力
あ
る
商
業
・
鉱
工
業
の
振
興
と

　
企
業
誘
致
の
促
進

1  
出
流
原
P
Ａ
周
辺
開
発
の
推
進

2

 
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　ま
ち
づ
く
り

2

 
中
心
市
街
地
及
び
地
域
市
街
地
の

　
活
性
化

1  
都
市
型
農
業
の
推
進

2  
中
山
間
地
域
の
活
性
化

3  
特
色
あ
る
教
育
と
心
の
教
育
の
推
進

1  
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備

2  
生
活
を
豊
か
に
す
る
生
涯
学
習
の
推
進

1  
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上

2  
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

1  
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対
策
の
推
進

2  
市
政
情
報
の
共
有
と
広
聴
活
動
の
充
実

2 
国
際
交
流
・
地
域
連
携
の
推
進

1 
ご
み
の
発
生
抑
制
と
資
源
の
有
効
活
用

1  
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
創
出

2 
快
適
で
質
の
高
い
住
環
境
の
整
備

1  
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給
と

　
生
活
排
水
の
適
正
処
理

2  
市
民
と
協
働
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

1  
個
々
の
人
権
を
尊
重
す
る
地
域
社
会
の

　
形
成
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

2 
公
共
交
通
網
の
整
備

2 
都
市
機
能
を
高
め
る
幹
線
道
路
の
整
備
と

　
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

1  
地
球
環
境
の
保
全

2 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

1 
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

1  
地
域
医
療
体
制
の
充
実

2  
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
支
援

1  
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

2

 
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　ま
ち
づ
く
り

1  
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る

　ま
ち
づ
く
り

2  
助
け
合
い
生
き
が
い
を

　実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

3

 
豊
か
で
健
や
か
な
長
寿
社
会
の
実
現

1  
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
の
推
進

2  
地
域
福
祉
の
推
進
と
生
活
保
障
の
確
保

3

 
観
光
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
る

　賑
わ
い
と
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

1

 
ひ
と
を
集
め
る
観
光
戦
略
の
展
開

1  
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
開
発
と
整
備

2

 
歴
史
・
文
化
を
守
り
育
て
る

　ま
ち
づ
く
り

3

 
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

1  
歴
史
・
文
化
資
源
の
継
承
と
保
存

2

 
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
う

　魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

4

 
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進

1  
移
住
・
定
住
の
促
進

2

 
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
た
人
々
が

　集
ま
る
ま
ち
づ
く
り

2

 
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

1  
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

2

前期基本計画について
　このたび、平成２９（２０１７）年度で「佐野市総合計画後期基本計画」が終了したことから、新たに平成
３０（2０１８）年度より４年間を計画期間とする「第２次佐野市総合計画前期基本計画」を策定しました。
　第２次佐野市総合計画のスタートとして、この前期基本計画に基づき、市が目指す将来像「水と緑にあ
ふれる北関東のどまん中　支え合い、人と地域が輝く交流拠点都市」の実現に向けて、まちづくりの課題
を目的別に整理した１８の政策と３８の各種施策を推進していきます。

第
２
次
佐
野
市
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

※リーディングプロジェクト
　本市では、まちづくりを推進するうえで核となり、特に重要かつ先導的な役割を持つ施策横断的な取組をリー
ディングプロジェクトとして位置付けています。
　第１次総合計画では、「観光立市の推進」及び「スポーツ立市の推進」に重点を置いて取り組んできました
が、これに加え、第２次総合計画前期基本計画では「産業・文化立市の推進」をリーディングプロジェクトとし
て位置づけ、人と地域が輝く「交流拠点都市」の実現を目指します。

【 観光立市の推進 】
　「住んでよし、訪れてよし」の佐野市を
築きあげていくことを目的とし、観光振興
による経済の活性化、雇用機会の増大、国
際相互理解の増進などを図り、全国から選
ばれる魅力あるまちづくりを推進します。

【 産業・文化立市の推進 】
　本市の高速交通の利便性を最大限に活用
し、地域産業の発展と企業誘致による経済の
活性化を図るとともに、市民文化の醸成と歴
史・文化資源、文化芸術活動を本市の財産と
して保存・振興を図り、積極的なシティセー
ルスにより、潤いのある豊かな生活環境の創
造と全国に誇れる地域づくりを推進します。

※

観光ボランティア 佐野インランドポート

【 スポーツ立市の推進 】
　自ら行う「するスポーツ」、トップレベ
ルの試合を観戦する「観るスポーツ」、ス
ポーツ大会等の運営を支援する「支えるス
ポーツ」など、様々な形で市民がスポーツ
に親しみ、スポーツに対する愛着と情熱を
醸 成 す る 中
で、スポーツ
ツーリズムを
とおして人が
行き交い賑わ
うまちづくり
を推進します。

さのマラソン
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●「市民総おどり、よさこい、おどりコンテスト」参加団体　１１日（祝・土）

　「市民総おどり（佐野まつり・華の秀郷・さのまる音頭）」、「よさこ

い（楽曲自由）」、「おどりコンテスト（楽曲自由）」の３部門で、夏の

夜を盛り上げましょう。

※市民総おどりは、全員で駅前通りを円になって踊ります

※よさこいは、通りを前進しながら踊っていただきます

※おどりコンテストは、メインステージでの披露となります。ジャン

ル・年齢不問。楽曲約３分。２人以上のチームで参加してください

※各部門の複数エントリー可能です

●「駅前ステージ」出演者　１１日（祝・土）・１２日（日）

　佐野駅南側の「駅前噴水広場」でのステージに出演を希望される、

バンド・ダンス・大道芸などのパフォーマーの方を募集します！出

演時間は約１５分間です。多くの方に出演していただくためにも複

数団体のかけもちはできません。

※応募者多数の場合は抽選により出演者を決定します。また、出演

日・時間帯は抽選により決定します

●キャンペーンスタッフコンテスト　１２日（日）

　
市内外のイベントで２年間、観光ＰＲなどのお手伝いをしていただく方を募集します。個人での応募

はもとより各企業・団体からも推薦を受け付けます。

▲

対象＝市内にお住まい、お勤め、通学されている方

●ボランティアスタッフ～市民総参加を目指しています～　　

　イベントの準備、運営、片付け、清掃をお手伝いしてくださる方、団体を募集します。秀郷まつりを

支えるスタッフとして一緒にイベントを盛り上げてみませんか。

　

８月１１日（祝・土）・１２日（日）開催！
　　　　　　　　　　　　　第２６回さの秀郷まつり参加者募集！

８月１１日（祝・土）

の主なイベント

８月１２日（日）

の主なイベント

秀郷流
　流鏑馬

市民総おどり

みこし・
おはやし巡行

※まつり会場内におけるドローン（無人航空機）の使用はご遠慮ください。

さの秀郷まつり運営委員会・実行委員会では、さの秀郷まつりを盛大に開催するため、各種協賛を

募集しています。特段のご協賛・ご援助をよろしくお願いします。

▲

申込＝７月９日（月）午後５時までに、所定の申込用紙にご記入のうえ、直接またはファックスで事務

局へお申込みください。

　さの秀郷まつり実行委員会事務局（観光立市推進課内）

　〒３２７－８５０１　佐野市高砂町１番地　ＦＡＸ（２０）３０２９

　※申込用紙は実行委員会事務局または佐野商工会議所でお配りしているほか、市ホームページからも

ダウンロードできます■

問合せ＝同事務局☎（２７）３０１１
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●「佐野市高齢者見守りネットワーク」とは？
　市・地域包括支援センター・協力事業所・協力機関、そして地域の皆さんが協力し合って高齢者

を見守るネットワークです。

●地域の高齢者の異変に気づいたときはご連絡ください

●協力事業所を募集しています

　市では１２カ所の事業所と協定を結び、通常業務の中

で高齢者の異変に気づいた際に市などに連絡をしていた

だく「協力事業所」としてご協力いただいています。

　市内の事業所で、高齢者見守りにご協力いただける場

合は、ぜひ、いきいき高齢課へご連絡ください。

いつまでも安心して暮らせるように、地域で見守る

「佐野市高齢者見守りネットワーク」　

■

問合せ＝いきいき高齢課

　　　　☎（２０）３０２１

４月に協定を結んだ、医療品卸の（株）アルフレッサ

 　・雨戸やカーテンが閉まったままになっている　　　・新聞や郵便物がたまっている

 　・洗濯物が干しっぱなしになっている　　　　　　　・ゴミの分別ができなくなった

 　・道に迷っている、深夜に出歩いている　　　　　　・最近、姿を見かけない　など

　【佐野市】

　いきいき高齢課☎（２０）３０２１

　【地域包括支援センター】

　さの社協☎（２２）８１２９　　　佐野市医師会☎（２０）２０１１

　佐野市民病院☎（６２）８２８１　くずう☎（８４）３１１１

周囲のみなさんの温かい「見守り」や「気づき」が支援につながっていきます。
「普段の様子と違うな」など心配に思った際は、お気軽にご相談ください。
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健
康
福
祉

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
健
康
増
進
課
☎
（２４）
５
７
７
０

●
は
っ
ち
の
会
開
催
に
つ
い
て 

　

多
胎
児
を
も
つ
保
護
者
、
妊
婦

さ
ん
の
集
い
の
場
と
し
て
「
は
っ

ち
の
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
胎
児
が
い
る
保
護
者
な
ら
で
は

の
喜
び
や
悩
み
を
共
有
し
、
今
後

の
育
児
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
８
月
６
日

（月）
受
付
午
前

９
時
30
分
～
10
時
、
開
催
午
前
10

時
～
11
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
＝
未
就
園
の
双
胎
・
多

胎
児
と
そ
の
家
族
、お
よ
び
妊
婦

▼
内
容
＝
双
胎
・
多
胎
児
の
保
護

者
・
妊
婦
さ
ん
と
の
情
報
交
換

▼
申
込
＝
７
月
30
日

（月）
ま
で
に
健

康
増
進
課
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

合
わ
せ
て
当
日
の
運
営
に
関
し

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
先
輩
マ
マ
・
保
育
士
・

助
産
師
等
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

８
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お

子
様
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉

日
程
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い
場

合
や
会
場
の
変
更
希
望
な
ど
が

あ
れ
ば
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

●
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

　

梅
雨
明
け
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
多
発
し
ま
す
。
熱
中
症
は

重
症
に
な
る
と
命
に
か
か
わ
り
ま

す
が
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
こ

と
で
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。

〇
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
条
件

　

気
温
が
急
に
上
昇
し
た
日
や
湿

度
が
高
い
日
、
風
が
弱
い
日
、
体

が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
に

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
就
寝

中
や
室
内
で
熱
中
症
を
発
症
す
る

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
持
病
の
あ
る
方
、
体
調

の
悪
い
方
は
特
に
熱
中
症
を
起
こ

し
や
す
い
た
め
、
声
を
掛
け
合
っ

て
、
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
予
防
方
法

「
水
分
補
給
﹂…
の
ど
が
渇
く
前
に

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
心
が
け
、

大
量
に
汗
を
か
い
た
と
き
は
、
経

口
補
水
液
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

「
暑
さ
を
避
け
る
」…
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
使
用
し
、
カ
ー
テ
ン
や

す
だ
れ
、
打
ち
水
、
涼
し
い
素
材

の
服
装
に
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
使
用

し
、
適
宜
涼
し
い
場
所
で
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

「
体
力
づ
く
り
」…
今
の
時
期
か

ら
、
体
を
動
か
し
軽
く
汗
を
か
く

こ
と
で
少
し
ず
つ
暑
さ
に
体
を
慣

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
睡
眠
・
栄
養
」…
寝
不
足
や
疲
れ

で
も
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た
睡
眠

と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

佐
野
市
民
病
院
の
市
民
講
座

●
権
利
擁
護　

消
費
者
被
害
防
止

勉
強
会

　

近
年
、
消
費
者
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
一
緒
に
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
７
月
９
日

（月）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
A
棟
5
階
研
修
室

▼
講
師
＝
麻
生
芳
子
さ
ん（
全
国

消
費
生
活
相
談
員
協
会
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
受
講
料
＝
無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

■
申
込
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

佐
野
市
民
病
院

☎
（６２）
８
２
８
１

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら　

　

保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
科
目
＝
内
科
・
小
児
科
・

外
科（
軽
い
症
状
）※
外
科
は
休
日

の
み
▼
診
療
時
間
＝（
休
日
）午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分（
正
午
～

午
後
１
時
30
分
は
除
く
）、（
夜
間
）

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

（
日
曜
、
祝
日
の
み
）

栃 木 消 毒
害虫駆除ならお任せ  技術（技）に自信あり！　

まずは見積もりから 安心プライスで施行致します。
ネズミ・ゴキブリ・シロアリ・ダニ・ハチ・コウモリ等害虫のことなら
何でもご相談ください
※害虫を予防する「環境」についてのご相談も承ります

害虫駆除なら害虫駆除なら 栃木消毒 検索

☎0282-62-5679　090-1816-2266☎0282-62-5679　090-1816-2266

「㈱防除プロジェクト」の

健康づくりへのアドバイス
～主食・主菜・副菜が食卓に並んでいますか～

　　　　　　　　　■健康増進課☎（２４）５７７０

　さの健康２１プランでは、主食・主菜・副菜を組
合わせた食事が 1 日 2 回以上の人を増やすことを目
標にしています。
　体に必要な栄養素をバランスよくとるために、主
食、主菜、副菜の３皿を揃えましょう。主食は下記
の量を参考に、摂りすぎないよう気を付けましょう。
●１食のごはん目安量 ( 健康な人）
男性：４０歳代２３０ｇ、５０・６０歳代２００ｇ、
７０歳以上１７０ｇ
女性：４０歳代１６０ｇ、５０・６０歳代１５０ｇ、
７０歳以上１３０ｇ　
※中盛り１杯１５０ｇ（１度自分の量を量ってみてください。）

主菜
（肉、魚、卵、

大豆製品）

　　副菜
　（野菜、芋、海藻など）

主食
（ごはん、
パン、麺類）
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

●被保険者証を発送します

　現在使用している後期高齢者医療被保険者証は７月３１日が有効期限です。

　７月下旬に新しい被保険者証を発送します。８月１日からは新しい被保険者証を使用してください。

●減額認定証の更新と限度額認定証について

　世帯の全員が住民税非課税の場合は、診療を受ける際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」を

医療機関に提示することで、医療費の支払いが一定額にとどまり、入院時の食事代も減額になります。

　なお、過去に限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を受けたことがあり、平成３０年度非課税

世帯の方については、被保険証に同封してお送りします。

　また、平成３０年８月から、所得区分が現役並みⅠまたは現役並みⅡに該当する方は（１０ページ

の表を参照）、「限度額適用認定証」を医療機関に提示することで、医療費の支払いが一定額にとどま

ります。該当する方は、いきいき高齢課または、田沼・葛生行政センターで申請してください。

●高額療養費制度の自己負担限度額が変わります

　国民健康保険に加入している７０歳以上の方と同様に、平成３０年８月から自己負担限度額が変わ

ります。詳しくは、１０ページの「国民健康保険（国保）ご加入の皆さんへのお知らせ」の表をご覧く

ださい。

●保険料の通知書を発送します

　平成３０年度の保険料通知書を発送します。お手元に届きましたら内容をご確認ください。

　納付書払または口座振替払（普通徴収）の方には７月１３日に、年金天引き（特別徴収）の方には８月

１日に発送します。納付書払の方は納期内納付を、口座振替の方は口座残高の確認をお願いします。

●平成３０年度後期高齢者医療保険料の決まり方

　年保険料額（賦課限度額６２万円）＝

　　　　　　　均等割額（４３, ２００円）＋所得割額（※賦課のもととなる所得金額×８．５４％）

　※賦課のもととなる所得金額：総所得金額等から基礎控除額３３万円を差し引いた額

【均等割額の軽減】	

　同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額が基準額を超えない場合、軽減されます。

【被用者保険の被扶養者だった方の軽減】	

　平成３０年度も特例措置として、均等割額が５割軽減されます（所得割額はかかりません）。

　※上記【均等割額の軽減】で９割、８．５割軽減に該当する場合はそちらが優先されます

●健康診査、歯科健康診査について

　対象の方には、５月末に受診券を郵送しています。年に１回、無料で受診できますのでこの機会に

ぜひご利用ください。	

■

問合せ＝後期高齢者医療制度の資格・給付・保険料計算・健康診査について

                 いきいき高齢課　長寿医療係☎（２０）３０２１

                 後期高齢者医療保険料の口座振替・納付について

　　　　　  介護保険課　保険料係☎（２０）３０２２

後期高齢者医療制度のお知らせ
～７５歳（一定の障がいがある方は６５歳）以上の方～
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国民健康保険（国保）ご加入の皆さんへのお知らせ
　平成３０年４月から国保制度が一部変わりましたが、佐野市が引き続き、資格の確認や保険税の決定、収

納、保健事業などを担います。

●平成３０年度の国民健康保険税の納税通知書は、７月１３日（金）に発送します
　第１期の納期限は７月３１日（火）です。納税は、納め忘れを防ぐことができる口座振替が便利です。なお、

保険税を特別な事情もなく滞納すると、被保険者証から資格証明書などへの切替えや、保険給付が一時差止

めとなる場合があります。納期限内の納付が困難な方は、お早めにご相談ください。

（保険税の軽減）世帯の所得が一定の金額以下の場合に、税の軽減措置があります。収入の無い場合でも世

帯主と加入者全員の方は、必ず申告をお願いします。

●平成３０年８月から、７０～７４歳の方の高額療養費制度の自己負担限度額が変わります
　高額療養費制度とは医療費が多くかかった場合に一定の負担（自己負担限度額）ですむ制度です。

適用区分
見直し前（平成３０年７月診察分まで）見直し後（平成３０年８月診察分から）

外来
( 個人ごと)

ひと月の上限額
（世帯ごと）

外来
( 個人ごと)

ひと月の上限額
（世帯ごと）

現
役
並
み

Ⅲ 年収約１, １６０万円～
標報８３万円以上
課税所得６９０万円以上

５７，６００円
８０，１００円＋
( 医療費－２６７，０００) ×１%

【多数回４４，４００円】

２５２，６００円＋（医療費－８４２，０００）×１％

【多数回１４０，１００円】

Ⅱ 年収約７７０万～約１, １６０万円
標報５３～７９万円
課税所得３８０万円以上

１６７，４００円＋（医療費－５５８，０００）×１％

【多数回９３，０００円】

Ⅰ 年収約３７０万円～約７７０万円
標報２８～５０万円
課税所得１４５万円以上

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００）×１％

【多数回４４，４００円】

一
般

年収１５６万～約３７０万円
標報２６万円以下
課税所得１４５万円未満

１４，０００円 
（年間上限
１４４，０００円）

５７，６００円 

【多数回４４，４００円】

１８，０００円
（年間上限
１４４，０００円）

５７，６００円

【多数回４４，４００円】

低
所
得
者

Ⅱ 住民税非課税世帯

８，０００円

２４，６００円

８，０００円

２４，６００円

Ⅰ 住民税非課税世帯
( 年金収入８０万円以下など)

１５，０００円 １５，０００円

（注）過去１２カ月以内に３回以上、自己負担限度額に達した場合、４回目から【多数回】該当となり、自己負担限度額

が下がります

●医療費が高額になる場合は、事前に認定証の申請をしてください
　限度額適用認定証を医療機関で提示することで、ひと月の窓口での負担額が一定額までとなるほか、入院

中の食事代が減額となる場合があります。現在交付されている認定証の有効期限は７月末日です。８月以降

も必要な方は７月１８日から更新の手続きができます。※保険税を滞納していない世帯の方が対象です

　被保険者証、印かん、世帯主および適用対象者のマイナンバーが確認できる書類（マイナンバーカードま

たは通知カード）、窓口に来る方の本人確認書類をお持ちのうえ、医療保険課（２階）、田沼・葛生の各行政

センターで手続してください。

●平成３０年８月から被保険者証・高齢受給者証の様式が変わります
　７月中に新しい被保険者証を送付しますが、今回より被保険者証と高齢受給者証が一体化されます。７０

～７４歳の方は、被保険者証に、同世帯の７０～７４歳の方の平成２９年中の所得状況に応じて判定した一

部負担金の割合が記載されます。

※窓口交付を希望される方は、７月１３日（金）までに医療保険課に電話でお申し込みください

■

問合せ＝国保の制度、給付、被保険者証について　医療保険課国保係☎（２０）３０２４

　　　　　保険税の計算について         　　　　　　市民税課税政係☎（２０）３００７

　　　　　保険税の口座振替、納付相談について　　収納課収納管理係・納税係☎（２０）３０１０
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幸せのお手伝い幸せのお手伝い
誰
だ
っ
て

ま
ぁ
る
く

な
れ
ば

が

縁縁
あ
る

結婚相談所結婚相談所
相談無料相談無料秘密厳守・秘密厳守・

初婚・再婚・中高年・母子家庭初婚・再婚・中高年・母子家庭

0283-85-2443
090-7638-3696
0283-85-2443
090-7638-3696ハッピータイム 佐野北支部ハッピータイム 佐野北支部

予
約
制

遺言書とエンディングノート

一般社団法人 相続相談あんしんプラザ 
☎0285-38-9550小山市東城南5丁目1番地7

相続相談あんしんプラザ
　　　行政書士　細 見   愛 子

一般社団法人

日  時 ７月30日（月）午後１時半～午後３時
場  所 佐野市役所１階 市民活動スペース

想いを伝える

申込み・問合せ

あんしん相続無料
 セミナー

贈与
遺言
相続

金
婚
記
念
式
典
参
加
者
の
募
集

　

結
婚︵
入
籍
）50
年
を
迎
え
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
す
る
た
め
金
婚
記

念
式
典
を
催
し
、
慶
祝
状
お
よ
び

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
７
日

（水）
午
前
10
時

～
正
午（
予
定
）

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
対
象
＝
昭
和
43
年
１
月
１
日
か

ら
同
年
12
月
31
日
に
入
籍
さ
れ
、

佐
野
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
ご
夫

婦
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
＝
８
月
２
日

（木）
ま
で
に
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
い
き
い

き
高
齢
課︵
１
階
）、
田
沼
・
葛
生

の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
で

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
２
１

平
成
31
年
佐
野
市
成
人
式

企
画
運
営
委
員
募
集

　

１
月
13
日

（日）
に
開
催
さ
れ
る
成

人
式
で
、
当
日
の
式
の
進
行
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
運
営
に
携

わ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

式
は
佐
野
・
田
沼
・
葛
生
地
区

の
３
会
場
で
開
催
し
、
委
員
は
出

身
地
区
の
企
画
運
営
を
担
当
し
ま

す
。

▼
活
動
期
間
＝
10
月
～
１
月　

▼
対
象
＝
佐
野
市
出
身
ま
た
は
お

住
ま
い
の
平
成
10
年
４
月
２
日
～

11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

事
前
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方　

▼
定
員
＝
佐
野
地
区
15
人
、
田
沼

地
区
・
葛
生
地
区
各
10
人
程
度

■
申
込
＝
８
月
17
日

（金）
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
、
生
涯
学
習
課
へ

☎
（２０）
３
１
０
９
、
FAX‌

（２０）
３
０
３
２

syakaikyouiku@
city.sano.lg.jp

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出

身
中
学
校
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・

（株）
ハ
ル
プ
・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ（
堀
米
町

６
０
８
‐
８
）、
建
築
住
宅
課（
５

階
）、
田
沼
・
葛
生
行
政
セ
ン
タ
ー

で
７
月
２
日

（月）
か
ら
配
布
す
る

「
募
集
の
ご
案
内
」を
必
ず
ご
確
認

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
高
萩（
２

Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
）、浅
沼（
３
Ｄ
Ｋ
）、

堀
米（
３
Ｄ
Ｋ
）、米
山（
２
Ｄ
Ｋ
・

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
）、石
塚

（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｋ
）、奈
良
渕（
３

Ｄ
Ｋ
）、米
山
南（
３
Ｄ
Ｋ
）、下
田

沼（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、吉
水

（
３
Ｄ
Ｋ
）、西
原（
３
Ｄ
Ｋ
）、駅
南

ハ
イ
ツ（
３
Ｄ
Ｋ
）

▼
申
込
＝
７
月
９
日

（月）
か
ら
20
日

（金）
ま
で
に
、

（株）
ハ
ル
プ
・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
へ

※
募
集
戸
数
に
満
た
な
い
住
宅
が

あ
っ
た
場
合
は
二
次
募
集
を
行

い
、
申
込
順
に
随
時
入
居
者
を
決

定
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
指
定
管
理
者

（株）
ハ
ル

プ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

☎
（２１）
６
０
０
６

市
営
墓
地
の
利
用
者
募
集

▼
空
き
区
画
数
・
使
用
料
＝

・
多
田
墓
地
＝
６
区
画
・
25
万
円

・
葛
生
墓
地
＝
３
区
画
・
21
万
円

※
１
区
画
約
６
㎡
。
現
地
を
確
認

し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
管
理
手
数
料
＝
年
２
１
６
０
円

▼
申
込
資
格
＝
申
請
時
点
で
、
佐

野
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

を
有
す
る
方

▼
申
込
＝
７
月
２
日

（月）
～
７
月
17

日
（火）
の
間
に
、
環
境
政
策
課（
５

階
）
に
申
請
者
の
住
民
票
抄
本
を

添
付
し
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
際
は
抽
選

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
１
３

市
民
環
境
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

佐
野
市
内
に
生
息
・
生
育
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
に
つ
い
て
、

調
査
や
観
察
を
行
う
リ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者

を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
、
個
人
ま
た
は
団
体
の

方
▼
申
込
＝
7
月
2
日
よ
り
受
付

し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
環
境
政
策
課（
５
階
）、
田
沼
・

葛
生
各
行
政
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

請
書
に
記
入
し
、
環
境
政
策
課
へ

▼
説
明
会
＝
８
月
５
日

（日）
午
前
９

時
か
ら
ぱ
る
ぽ
ー
と
２
階︵
多
目

的
ホ
ー
ル
Ａ
Ｂ
）

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
１
３

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

の
募
集

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
調
査
、
審
議
を
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
方
２
人（
公
務
員
除
く
）

▼
任
期
＝
２
年
▼
申
込
＝
任
意
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７

月
31
日

（火）
ま
で
に
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
（
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
）

へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（６１）
１
１
４
０

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

募

集
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用
紙
と
、
氏
名
・
住
所
を
記
入
し

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は
先

着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎
（２０）
３
０
４
９　

大
会
公
式
ペ
ー

ジ
（http://sano-m
arathon.jp

）

第
31
回
く
ず
う
原
人
ま
つ
り

参
加
者
募
集

▼
期
日
＝
８
月
26
日

（日）

▼
会
場
＝
嘉
多
山
公
園

●
原
人
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

１
チ
ー
ム
２

人

～

３
人

で

「
丸
太
切
り
・

弓
矢
・
火
お
こ

し
」
を
行
い
ま

す
。
※
豪
華
賞
品
を
進
呈
し
ま
す

▼
定
員
＝
先
着
15
組（
無
料
）

●
化
石
発
掘
体
験

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

▼
定
員
＝
午
前
・
午
後
と
も
に
先

着
15
人（
無
料
）※
傷
害
保
険
料
は

主
催
者
が
負
担
し
ま
す

▼
申
込
＝
同
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（http://genjin.info

）

■
問
合
せ
＝
同
ま
つ
り
事
務
局

（
あ
そ
商
工
会
内
）☎
（８５）
２
５
３
９

▼
期
日
＝
12
月
９
日

（日）
▼
会
場
＝

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
▼
種
目
＝

４
２
．
１
９
５
㎞（
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
）、
10
㎞
、
５
㎞
、
２
㎞
▼
申

込
＝
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ラ
ン

ネ
ッ
ト
）
で
７
月
20
日

（金）
～
９
月

30
日

（日）
、
②
郵
便
振
替
で
７
月
20

日
（金）
～
９
月
21
日

（金）
消
印
有
効　

※
事
前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
送
セ

ン
タ
ー
〒
１
５
２
‐
８
５
３
２
目

黒
区
原
町
１
‐
31
‐
9
へ
、
専
用

振
替
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ
い

（
9
月
14
日
必
着
）。
請
求
の
際
は
、

大
会
名
と
希
望
部
数
を
記
入
し
た

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
派
遣
事
業
に

参
加
す
る
中
学
生
を
募
集

　

市
で
は
10
月
に
姉
妹
都
市
で
あ

る
米
国
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
へ
中
学
生

を
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
中

学
生　

■
申
込
＝
７
月
25
日

（水）
ま

で
に
、
国
際
交
流
協
会

☎
（２４）
４
４
４
７　

siea@
sctv.jp

第
14
回
さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集
！！

　

種
目
が
充
実
し
て
い
て
、
家
族

で
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。

第６回佐野市水と緑と万葉のまち景観賞の作品募集

　佐野市において、周辺の景観と調和し魅力的なまちなみ

景観をつくりだしている建築物や工作物、または美しい景

観づくりに関わる活動を継続的に行っている方々を募集し

ます。対象は以下の２つの部門です。

●まちなみ建築部門

市内に存する建築物、工作物で平成２５年４月～３０年３

月までに新築、増改築、改修などが行われたもの

●まちづくり活動部門

市内において地域の美しい景観の保全や創造など景観づく

りに係る活動を１０年以上行っている個人または団体

▲

申込＝７月２７日（金）（郵送の場合は当日必着）までに、

応募用紙に必要事項を記入し、直接、または郵送、電子メー

ルで、都市計画課計画係へ（詳細は市ホームページをご確

認ください）　■問合せ＝同課☎（２０）３１００

指定管理者を募集
　募集要項をご確認のうえ、お申し込みください。※募集要項は市ホームページにも掲載します

▲

対象＝市内に事務所または事業所を有する法人、または団体（詳しくは募集要項をご覧ください）

●佐野駅前交流プラザぱるぽーと　■問合せ＝都市計画課☎（２０）３１００

▲

指定期間＝平成３１年４月１日～平成３６（２０２４) 年３月３１日（５年間）　

▲

募集要項＝７月１１日（水）～８月２４日（金）まで、都市計画課（５階）で配布

▲

申込＝８月２７日（月）～３０日（木）の間、都市計画課へ　※事前に説明会へのご参加をお願いします

【説明会】

▲

日時＝７月１９日（木）午後２時～※要事前申込

▲

会場＝佐野駅前交流プラザぱるぽーと２階　多目的ホール

●佐野駅前自転車駐車場　■問合せ＝交通生活課☎（２０）３０１４

▲

指定期間＝平成３１年４月１日～平成３６（２０２４) 年３月３１日（５年間）　

▲

募集要項＝７月２日（月）～９月７日（金）まで、交通生活課（５階）で配布

▲

申込＝９月１０日（月）～１２日（水）の間、交通生活課へ　※事前に説明会へのご参加をお願いします

【説明会】

▲

日時＝８月６日（月）午後１時３０分～※要事前申込

▲

会場＝佐野駅前交流プラザぱるぽーと２階　多目的ホール

●あきやま学寮、体験館、ウッドランド森沢および古代生活体験村（４施設一体管理）　■問合せ＝観光立市推進課☎（２７）３０１１

▲

指定期間＝平成３１年４月１日～平成３６（２０２４) 年３月３１日（５年間）

▲

募集要項＝７月１１日（水）～８月２４日（金）まで、観光立市推進課（３階）で配布

▲

申込＝８月２８日（火）～８月３１日（金）の間、観光立市推進課へ　※事前に説明会へのご参加をお願いします

【説明会】

▲

日時＝７月２３日（月）午前１０時～※要事前申込

▲

会場＝あきやま学寮
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市役所１階の〈ろうきん〉ＡＴＭをご利用ください！

給与・年金

振込は

ろうきんへ

【ATM稼働時間】平日８時４５分から１８時まで
中央労働金庫佐野支店　TEL.0283‒24‒8185

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

▼
内
容
＝
教
育
内
容
・
学
校
生
活

の
概
要
、
入
学
者
選
考
・
募
集
手

続
き
な
ど

■
問
合
せ
＝
同
校
☎
（２３）
０
１
６
１

「
さ
ー
の
っ
て
号
」広
告
募
集

　

市
営
バ
ス
「
さ
ー
の
っ
て
号
」

で
は
車
内
広
告
お
よ
び
車
外
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
車
内
広
告

は
月
額
１
２
０
０
円
、
車
外
広
告

は
月
額
５
０
０
０
円
で
掲
載
で
き

ま
す
。
※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

■
問
合
せ
＝
浅
間
の
火
祭
り
実
行

委
員
会（
当
日
午
後
３
時
以
降
、奈

良
渕
町
公
民
館
）☎
（２４）
２
０
９
４

７
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
７
月
15
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
▼
会
場
＝
万
葉

の
里
・
城
山
記
念
館
和
室　

▼
席
主
＝
林　

宗
更
さ
ん（
佐
野

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
茶
道
宗

門
）▼
茶
券
＝
600
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２３）
０
７
２
８

佐
野
高
等
学
校
附
属
中
学
校

「
学
校
説
明
会
」　

▼
日
時
＝
８
月
５
日

（日）
午
前
10
時

30
分
～
正
午
▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
対
象
＝
小
学
生
・
保
護
者
な
ど

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

２
階
）で
開
催
し
ま
す
。※
無
料

●
第
５
回
美み

ね音
の
会

「
歌
の
つ
ば
さ
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時
＝
７
月
22
日

（日）
①
午
前
10

時
30
分
～
②
午
後
２
時
～

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
全
席
予
約

制
）

■
申
込
＝
文
化
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
４

第
10
回
さ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト「
新
井
祐
子
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時
＝
10
月
21
日

（日）
午
後
１
時

30
分
開
場
・
２
時
開
演

▼
会
場
＝
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
料
金
＝
一
般
１
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
500
円（
全
席
自
由
）

▼
発
売
＝
７
月
28
日

（土）
午
前
10
時

～
※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
相
談

く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

奈
良
渕
町 
浅
間
の
火
祭
り

　

夏
の
夜
空
を
焦
が
す
、
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
・
県
祭
り
百
選

の
「
浅
間
の
火
祭
り
」
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
松
明
は
有
料

（
当
日
200
円
）で
す
。

▼
日
時
＝
７
月
21
日

（土）
山
頂
の
点

火
午
後
７
時（
雨
天
決
行
）

さ
の
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー

２
０
１
８

　

地
球
温

暖
化
防
止

を

考

え
、

日
常
か
ら

で
き
る
省

エ
ネ
活
動

に
取
り
組

む
き
っ
か
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
14
日

（土）
午
後
２
時

～
８
時　

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

午
後
２
時
～
６
時

▼
会
場
＝
佐
野
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ

「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」周
辺

▼
内
容
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展

示
、打
ち
水
大
行
進
、キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
な
ど

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課

☎
（２０）
３
０
１
３

「
子
ど
も
用
品
限
定
」
み
か

も
・
も
っ
た
い
な
い
市
と
再

生
品
展
示
提
供

　

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。

●
み
か
も
・
も
っ
た
い
な
い
市（
室

内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

▼
日
時
＝
７
月
29
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
２
時

●
再
生
品
展
示
提
供

▼
展
示
期
間
＝
７
月
25
日

（水）
～
29

日
（日）
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
29

日
（日）
は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
小

学
生
以
上
の
来
館
さ
れ
た
方　

▼
価
格
＝
500
円
～
５
千
円
程
度

▼
申
込
＝
希
望
の
も
の（
１
人
２

点
ま
で
）
を
現
地
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
公
開
抽
選
の
う
え
、
当
選
者
に

は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

セ
ミ
の
羽
化
の
観
察
会

▼
日
時
＝
７
月
27
日

（金）
午
後
７
時

～
８
時
30
分（
雨
天
中
止
）

▼
会
場
＝
城
山
公
園（
集
合
は
万

葉
の
里
・
城
山
記
念
館
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人

※
小
学
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴

■
申
込
＝
７
月
20
日

（金）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎
（２０）
３
０
１
３

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７
月
の
催
し
物

　

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ま
ち

な
か
活
性
化
ビ
ル
「
佐
野
未
来
館
」

催

物

し

お
知
ら
せ

【戦争体験者のお話と平和の民話を聞く】　

▲

日時＝８月８日（水）午後１時

３０分～３時

▲

協力＝佐野ユネスコ協会、佐野ふるさと民話の会
■申込・問合せ＝葛生地区公民館☎（８６）３４１４
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が
無
料
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
面

接
相
談
ま
た
は
電
話
相
談
）
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
18
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
県
庁
足
利
庁
舎
足
利
労

政
事
務
所　

■
申
込
＝
７
月
12
日

（木）
ま
で
に
同
事
務
所

☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル(

利
用
状

況
調
査)

の
実
施
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地

や
違
反
転
用
の
発
生
を
未
然
に
防

ぎ
優
良
農
地
の
確
保
を
図
る
た

め
、
市
内
の
農
地
を
巡
回
し
て
利

用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。
今
年

度
は
７
月
か
ら
８
月
を
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
月
間
と
し
て
実
施
し

ま
す
。
調
査
に
あ
た
り
農
地
内
に

立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
■
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
事

務
局
☎
（２０）
３
０
５
９

「
わ
た
し
の
終
活
ノ
ー
ト
～

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

～
」
を
作
成
し
ま
し
た

　

「
わ
た
し
の
終
活
ノ
ー
ト
」
は
、

今
を
よ
り
よ
く
生
き
る
と
と
も

に
、
意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
に
備
え
、
医
療
や
介
護
に
つ

い
て
の
思
い
や
、
大
切
な
人
へ
伝

え
て
お
き
た
い
こ
と
、
希
望
す
る

終
末
期
医
療
等
を
元
気
な
時
に
書

い
て
お
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
天
寿
を
全

う
す
る
か
の
選
択
、「
終
活
」
と

し
て
の
在
宅
医
療
・
介
護
の
大
切

さ
を
考
え
、
作
成
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す
。
ま
た
、
い
き
い
き
高
齢

課（
１
階
）で
は
電
話
連
絡
を
受
け

た
う
え
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
２
１

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
38年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高附属中受験対策

LSE英語教室　LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金 下 教 室
三 好 教 室
足 利 教 室

富 岡 教 室
山 形 教 室
足利北教室

ど
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ら

ば
不
要
）、③
印
か
ん
、
④
退
職
さ

れ
た
方
は
失
業
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票
な
ど
）

※
免
除
・
猶
予
期
間
の
取
扱
い
な

ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
■
問
合
せ
＝
市
民
課
年
金
係

☎
（２０）
３
０
１
９

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
30
年
中
に
新
築（
ま
た
は

増
築
）
さ
れ
た
建
物
に
対
し
て
、

平
成
31
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
な

ど
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
建
物
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
間
は
一
戸
あ
た
り
一

時
間
程
度
で
す
。

　

な
お
、
床
面
積
・
構
造
に
関
わ

ら
ず
、
物
置
や
車
庫
な
ど
も
課
税

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

資
産
税
課（
２
階
）へ
「
家
屋
滅

失
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
書
類
は
資
産
税
課
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

●
建
物
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

　

資
産
税
課
へ
建
物
の
用
途
を
変

更
し
た
旨
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
取
り
壊
し
た
建
物
の
用
途
ま
た

は
変
更
後
の
用
途
に
よ
っ
て
は
、

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
０
９

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
中
に
家
屋
を
新
築
や

増
改
築
さ
れ
た
方
に
対
し
、
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
９
日

（月）
に
納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
中
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
安
足
県
税
事
務
所

☎
（２３）
１
４
５
８

母
子
家
庭
等
の
就
業
相
談
会

▼
日
時
＝
７
月
18
日

（水）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）
▼
対
象
＝
県
内
に
住
む

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

お
よ
び
寡
婦
で
就
職
・
転
職
を
希

望
し
て
い
る
方　

※
託
児
あ
り

▼
会
場
＝
佐
野
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ

「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」

■
申
込
＝
７
月
11
日

（水）
ま
で
に
、

家
庭
児
童
相
談
室
☎
（２０）
３
０
０
２

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
を
抱
え
る
方
な

ど
に
対
し
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

教
育
長
職
務
代
理
者
な
ど
に

就
任

　

次
の
方
が
５
月
19
日
付
で
、
教

育
長
職
務
代
理
者
、
教
育
委
員
会

委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

●
教
育
長
職
務
代
理
者

　

栗
﨑　

卓
二（
新
任
）

●
委
員

　

笹
川　

敏
男（
新
任
）

■
問
合
せ
＝
教
育
総
務
課

☎
（２０）
３
１
０
６

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
等
で
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
に
日
本
年
金
機

構
に
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け

ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
か
ら
平
成
30
年
度
分
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
免
除
制
度
に
よ
る
申
請
は
、

申
請
日
か
ら
２
年
１
カ
月
遡
っ
た

月
分
ま
で
可
能
で
す
。

▼
申
請
先
＝
市
民
課（
１
階
）、
田

沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
▼
持
ち
物
＝
①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
無
い
場
合
は
通
知

カ
ー
ド
）
ま
た
は
年
金
手
帳
、
②

身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
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「佐野黒から揚げ」

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
19
日

（木）
午
後
１
時

30
分
～
４
時（
受
付
は
３
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー（
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
２

階
）
■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
☎
（６１）
１
１
４
０

人
権
講
演
会
「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
と
は
何
か
？
」

▼
日
時
＝
７
月
27
日

（金）
午
後
２
時

～
３
時
30
分
▼
会
場
＝
隣
保
館

（
赤
坂
町
）▼
講
師
＝
小
野
寺
一
規

さ
ん（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連

合
会 

書
記
長
）

▼
定
員
＝
先
着
70
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（２２）
７
５
１
３

お
盆
期
間
の
小
中
学
校
閉
庁

　

お
盆
期
間
中
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
教
職
員

の
連
続
休
暇
取
得
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
が
家
庭
や
地

域
で
の
伝
統
的
な
行
事
を
学
ぶ
機

会
の
充
実
を
図
る
た
め
、
佐
野
市

立
各
小
中
学
校
は
、
完
全
閉
庁
と

な
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
13
日

（月）
か
ら
16
日

（木）
ま
で
の
４
日
間

■
問
合
せ
＝
学
校
教
育
課

☎
（２０）
３
１
０
７

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
空
き

家
相
談
会

　

空
き
家
の
管
理
、
活
用
、
相
続

な
ど
の
お
悩
み
に
つ
い
て
司
法
書

士
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
８
月
17
日

（金）
午
前
10
時

～
午
後
３
時（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）
▼
会
場
＝
市
役
所
市
民

活
動
ス
ペ
ー
ス（
１
階
）

※
１
人
30
分
程
度
、
予
約
優
先

■
申
込
・
問
合
せ
＝
空
き
家
対
策

室
☎
（２０）
３
０
２
８

西
浦
・
黒
袴
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
計
画
の
縦
覧　

　

換
地
計
画
を
次
の
と
お
り
縦
覧

し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
７
月
18
日

（水）
～
31

日
（火）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

▼
縦
覧
場
所
＝
都
市
整
備
課（
５

階
）
※
換
地
計
画
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
利
害
関
係
者
は
、縦
覧
期

間
内
に
施
行
者（
佐
野
市
）に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
１
０
１

子
ど
も
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員（
子
ど
も
人
権

委
員
）
に
よ
る
「
子
ど
も
人
権
相

佐野パパプロジェクト

　佐野市の新しい魅力を商品として市内外にＰＲするとともに、新しい地

域ビジネスを生み出す“佐野パパプロジェクト”。

　「佐野らーめん、いもフライに続く、第三の佐野グルメを！」とパパたち

が生み出した絶品のから揚げですが、このたび、その名称が決まりました。

その名も「佐野黒から揚げ　～ソースが香るヤミツキ味～」。佐野の味覚

文化ならではのソース味です。

　先日国際フォーラム ( 東京 ) で開催された「Food Wave ２０１８ 

東京展示会」においてこの「佐野黒から揚げ」を出品し、ソース開発

にかかわった馬頭高校の生徒の皆さんと一緒に、メーカーの方々に向

けて、商品化へのＰＲを行いました。今後、市内の店舗および全国で、

この「佐野黒から揚げ」を食べていただけるよう、パパたちが活動し

ていきます。

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０４７パパと高校生が「佐野黒から揚げ」をＰＲ

ソース唐揚げの名称が決定！

「佐野黒から揚げ」

ソースが香るヤミツキ味
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「C
O

O
L
 C

H
O

IC
E
 

と
ち
ぎ  

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
２
０
１
８
」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

栃
木
県
で
は
、
省
エ
ネ
家
電
買

換
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
県
内
の
販
売
店
舗
で
省

エ
ネ
家
電
製
品
へ
買
換
え
て
応
募

い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

景
品
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
申
込
＝
９
月
30
日

（日）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

https://w
w
w
.coolchoicetochigi.jp/

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
７
３
‐
９
１
０
１

　
市
営
バ
ス
「
さ
ー
の
っ
て
号
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

●
夏
休
み
特
別
企
画
「
夏
休
み
子

ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
」
の
募
集

　

会
員
に
な
る
と
、
期
間
中
は

「
さ
ー
の
っ
て
号
」
が
乗
り
放
題

に
な
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま

す
。
▼
期
間
＝
７
月
17
日

（火）
～
８

月
31
日

（金）
▼
対
象
＝
市
内
に
お
住

ま
い
、
ま
た
は
市
内
の
学
校
に
通

学
し
て
い
る
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
▼
会
費
＝
小
学
生
１
千

円
、
中
学
生
・
高
校
生
２
千
円

▼
申
込
＝
７
月
２
日

（月）
よ
り
、
交

通
生
活
課（
５
階
）、
各
支
所
・
田

沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
で

受
付

●
市
営
バ
ス
の
団
体
利
用

　

「
さ
ー
の
っ
て
号
」
を
10
人
以

上
の
団
体
で
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
佐
野
市
営
バ
ス
葛
生
車
庫

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

佐
野
市
営
バ
ス
葛
生
車
庫

☎
（８６）
４
０
７
１

空
き
地
の
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す

　

佐
野
市
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
で
は
、
「
空
き
地
等
の

所
有
者
等
は
、
そ
の
周
辺
の
良
好

な
生
活
環
境
を
損
な
う
こ
と
の
な

い
よ
う
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

土
地
を
適
正
に
管
理
し
て
い
な

い
と
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
場
所
に
さ
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
な

が
り
ま
す
。
空
き
地
な
ど
の
所
有

者
は
、
空
き
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
環

境
政
策
課
☎
（２０）
３
０
１
３

ネ
ッ
ト
予
約
の
旅
行
に
注
意

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
旅
行
を
申

し
込
む
際
は
旅
行
の
内
容
や
契
約

条
件
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
の
申
し
込
み
を
し
た
場
合

は
、
旅
行
サ
イ
ト
側
か
ら
予
約
確

認
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
る
か
、
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（２０）
３
０
１
５
※
平
日
午
前
９
時

～
午
後
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
局
番
無
し
１
８
８ 

海
洋
冒
険
家
「
白
石
康
次
郎
」

講
演
会

　

１
９
９
４
年
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
単

独
無
寄
港
無
補
給
世
界
一
周
の
史

上
最
年
少
記
録
を
樹
立
し
た
白
石

康
次
郎
さ
ん（
ヨ
ッ
ト
マ
ン
）
に
よ

る
講
演
会
で
す
。

▼
日
時
＝
７
月
13
日

（金）
午
後
５
時

～
６
時
30
分
▼
会
場
＝
市
役
所
市

民
活
動
ス
ペ
ー
ス
▼
定
員
＝
先
着

75
人
▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
７
月
10
日

（火）
午
後
６
時

ま
で
に
銀
富
士
塾 

担
当
石
川

☎
０
９
０
‐
６
９
４
２
‐
３
９
３
２

大雨時はアンダーパスの通行にご注意くだ
さい

　大雨や台風時は、道路状況や道路情報板等に

十分注意を払い、アンダーパスが冠水している

場合は、不用意に進入せずに迂回するなどの危

険回避を優先

するようお願

いします。

※アンダーパス
とは、道路と鉄
道等の立体交差
箇所で、周囲よ
りも低い道路を
指します。路面
が 地 表 よ り 低
く、雨水が流入
しやすい構造と
なっています市内のアンダーパスの位置

■問合せ＝栃木県安足土木事務所保全第二部　

☎ ( ２４) ３１１２　道路河川課☎（２０) ３１０２

佐野市自治基本条例 ( 案 ) に関するパブリック・コ
メント ( 意見公募 ) を実施します

　 本市における自治の基本理念を明らかにするため、市で

は、佐野市自治基本条例（案) をまとめました。この条例（案)

は、市民公募の方による「佐野市まちづくり条例の会」から

提出された原案と付帯意見を基に作成したものです。

　パブリック・コメント（意見公募）を実施し、皆さんのご

意見を募集します。▲

募集期間＝７月３日（火）～８月２日（木）必着▲

閲覧場所＝市政情報コーナー（２階）、田沼・葛生の各行

政センター、行政経営課（６階）、市ホームページ▲

閲覧時間＝平日の午前８時３０分～午後５時１５分▲

公表する資料＝佐野市自治基本条例（案）▲

提出方法＝閲覧場所に備え付けの用紙に必要事項を記入

のうえ、直接、郵送、ファックスまたは電子メールで行政経

営課へ。　※電話による意見の受け付けはしません

〒３２７－８５０１　高砂町１番地

ＦＡＸ（２２）９１０４　gyouseikeiei@city.sano.lg.jp

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５　　
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■お客様のニーズに合わせたプランを提供します。
■大型・中型・小型各種ご用意あります。
〈一般貸切・観光バス〉

丸五観光バス
〒326-0331足利市福富町828-1

（担当 阿部）☎0284-73-5477

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
日 

午
前
10

時
30
分
～
午
後
3
時

▼
会
場
＝
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
風

の
丘（
浅
沼
町
56
番
地
1
）

▼
費
用
＝
無
料 

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（８５）
８
５
８
７

き
り
お
り
が
み
で
昆
虫
を

作
っ
て
み
よ
う

▼
日
時
＝
７
月
28
日

（土）
午
後
２
時

～
４
時
▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上（
親
子
で

も
可
）▼
講
師
＝
佐
藤
孝
一
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
100
円

■
申
込
＝
同
館
☎
（２２）
５
１
１
１

働
き
た
い
マ
マ
の
再
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー
「
教
え
て
！

仕
事
探
し
の
は
じ
め
の
一

歩
！
」

　

再
就
職
に
備
え
た
準
備
や
仕
事

の
探
し
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

▼
日
時
＝
８
月
１
日

（水）
午
前
10
時

～
正
午
▼
会
場
＝
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ

ザ
さ
の
▼
講
師
＝
足
利
公
共
職

業
安
定
所
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー

創
業
支
援
の
た
め
の
無
料
相

談
会

　

創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
経
営
お
よ
び
資
金
調
達
に

関
す
る
無
料
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
10
日

（火）
・
７
月
18

日
（水）
・
８
月
14
日

（火）
・
８
月
22
日

（水）
各
午
後
１
時
～
５
時（
要
電
話
予

約
）▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所

■
問
合
せ
＝
同
所
☎
（２２）
５
５
１
１

講
話
「
語
り
継
ぐ
～
あ
る
少

年
飛
行
兵
が
感
じ
た
思
い
～
」

　

終
戦
記
念
日
を
間
近
に
控
え
た

こ
の
日
、
平
和
を
切
に
願
う
今
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
戦
争
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
８
月
７
日

（火）
午
前
10
時

～
11
時
▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活

動
ス
ペ
ー
ス（
１
階
）

▼
講
師
＝
四
十
八
願
好
造
さ
ん

■
問
合
せ
＝
市
民
活
動
促
進
課

☎
（２０）
３
８
１
２

「
懐
か
し
歌
謡
カ
フ
ェ
☆

ミ
ュ
ー
ズ
」
オ
ー
プ
ン

　

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
居

場
所
づ
く
り
を
目
的
に
懐
か
し
い

音
楽
を
聴
い
て
も
ら
う
カ
フ
ェ
を

は
じ
め
ま
し
た
。

タ
ー
・
佐
野
市
保
育
課
職
員

▼
定
員
＝
先
着
10
人（
無
料
）

■
申
込
＝
７
月
25
日

（水）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
（６１）
１
１
４
０

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
が
入
っ
た

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
会
場
＝
隣
保
館（
赤
坂
町
）

▼
定
員
＝
先
着
各
20
人

■
申
込
＝
７
月
２
日

（月）
午
前
９
時

以
降
、
同
館
☎
（２２）
７
５
１
３

●
ワ
ー
ド
初
級

▼
日
時
＝
７
月
17
日
～
８
月
７
日

の
火
・
木
曜
日（
全
６
回
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▼
費
用
＝
２
千
円（
教
材
費
）

●
エ
ク
セ
ル
初
級

▼
日
時
＝
７
月
17
日
、
19
日（
全

２
回
）午
後
７
時
～
９
時

●
エ
ク
セ
ル
中
級

▼
日
時
＝
７
月
26
日
、
31
日
、
８

月
２
日
、
７
日（
全
４
回
）午
後
７

時
～
９
時

▼
費
用
＝
各

１
千

円（

教

材
費
）

講

座

陸
上
自
衛
隊 

山
地
機
動
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

迷
彩
服
を
着
た
自
衛
官
が
災
害

発
生
に
備
え
、
背
嚢
、
小
銃
（
弾

薬
な
し
）を
所
持
し
、
隊
列
を
組

ん
で
山
地
を
縦
走
（
尾
根
伝
い
に

い
く
つ
か
の
山
頂
を
歩
く
こ
と
）

す
る
歩
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。
１

日
に
約
40
台
の
自
衛
隊
車
両
が
訪

れ
、
数
百
人
の
自
衛
隊
員
が
入
山

し
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
２
日

（木）
、
３
日

（金）

午
前
５
時
～
午
後
６
時
30
分
※
雨

天
決
行
▼
訓
練
場
所
＝
安
藤
勇
寿

少
年
の
日
美
術
館
東
側
か
ら
入
山

し
、
尾
根
伝
い
に
歩
き
林
道
白
岩

柿
平
線
か
ら
下
山
す
る
ル
ー
ト

▼
駐
車
場
＝
御
神
楽
農
村
公
園
、

安
藤
勇
寿
少
年
の
日
美
術
館
大
型

駐
車
場
、
旧
野
上
小
学
校
校
庭
、

野
上
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
北
側

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

今
月
の
納
税

　

７
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
２
期
、
国
民
健
康
保

険
税
（
普
通
徴
収
）
第
１
期
の

納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
収
納
課（
納
付
に

つ
い
て
）
☎
（２０）
３
０
１
０

【佐野市医師会附属佐野准看護学校見学会の開催】　平成３１年度の入学希望者が
対象です。

▲

日時＝７月２８日（土）午前１０時３０分～午後０時３０分▲

会場＝同校（植上町）

▲

申込＝７月２６日（木）までに同校☎（２３）７５３８
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▼
費
用
＝（
土
置
き
用
）３
千
円

（
土
以
外
の
場
所
用
）４
千
円

※
申
込
は
７
月
27
日

（金）
ま
で

●
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

　

「
旬
」
の
食
材
を
無
駄
な
く
使

い
環
境
に
や
さ
し
い
食
生
活
を
提

案
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
①
７
月
27
日

（金）
、
②
８

月
24
日

（金）
、
③
９
月
28
日

（金）

各
回
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

▼
講
師
＝
東
京
ガ
ス

（株）
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

▼
定
員
＝
各
回
先
着
16
人

▼
費
用
＝
各
回
１
千
円

新
聞
紙
を
利
用
し
た
マ
イ

バ
ッ
グ
作
り

▼
日
時
＝
７
月
31
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
▼
会
場
＝
田
沼
中
央

公
民
館（
展
示
室
）▼
講
師
＝
佐
野

市
消
費
者
友
の
会
▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
無
料　

■
申
込
＝
ク

リ
ー
ン
推
進
課
☎
（２３）
８
１
５
３　

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座
「
不

動
産
取
引
・
住
宅
賃
貸
借
の

ポ
イ
ン
ト
」

▼
日
時
＝
７
月
24
日

（火）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
▼
会
場
＝
城
北
地
区

公
民
館
▼
講
師
＝
栃
木
県
住
宅
課

職
員
▼
定
員
＝
20
人（
無
料
）

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
エ
コ
講
座

　

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
夏
休
み
の
工
作
に
、

ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３　

●
廃
食
用
油
か
ら
さ
の
ま
る
石
け

ん
作
り
・
石
け
ん
ア
ー
ト

▼
日
時
・
内
容
＝
①
７
月
25
日

（水）
、
②
８
月
22
日

（水）
、
③
９
月
19

日
（水）
各
回
午
前
９
時
30
分
～
正
午

※
石
け
ん
ア
ー
ト
は
①
の
み
開
催

▼
定
員
＝
各
回
10
人

▼
費
用
＝
①
の
み
材
料
費
300
円
、

②
③
は
無
料

●
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
講
習
会

▼
日
時
＝
①
７

月
28
日

（土）
、
②

８
月
18
日

（土）
各

回
午
前
９
時
30

分
～
正
午
▼
定

員
＝
各
回
15
人
▼
費
用
＝
無
料

●
第
16
回
バ
ク
テ
リ
ア
de
キ
エ
ー

ロ
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

土
を
利
用
し
て
生
ご
み
を
分

解
・
消
滅
さ
せ
る
生
ご
み
処
理
器

の
製
作
と
利
用
方
法
の
説
明
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
４
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
▼
定
員
＝
先
着
10
人

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー
当社は完全個別火葬です

佐野市犬伏上町２２０９

コンタクトレンズ研究所

 ☎（0283）23-0381

大野眼科クリニック

（西産業道路・フレッセイ西）
佐野市赤坂町948-1

程
度（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
１
千
円（
保
険
代
、
材

料
費
）

■
申
込
＝
7
月
12
日

（木）
ま
で
に

国
際
交
流
協
会
☎
（２４）
４
４
４
７

siea@
sctv.jp

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専

門
校　

技
能
講
習
会

　

各
講
座
の
受
講
料
は
３
５
２
０

円
で
す
。

●
研
削
砥
石
取
り
替
え
業
務
特
別

教
育
②

▼
日
時
＝
８
月
７
日

（火）
～
８
日

（水）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▼
定
員
＝
10
人

●
第
１
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

準
備
講
習

▼
日
時
＝
９
月
11
日

（火）
～
13
日

（木）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
20
人

●
表
計
算
デ
ー
タ
処
理

（Excel

２
０
１
３
応
用
編
）

▼
日
時
＝
９
月
13
日

（木）
～
14
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
14
人

※
受
講
料
は
栃
木
県
収
入
証
紙
に

て
お
支
払
い
く
だ
さ
い

■
申
込
＝
各
講
座
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
同
校

☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０
３

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

８
月
の
講
座

●
子
ど
も
向
け
講
座
「
う
ち
わ
を

つ
く
ろ
う
」

▼
日
時
＝
８
月
２
日

（木）
午
前
９
時

30
分
～
正
午
▼
講
師
＝
小
山
武
さ

ん（
佐
野
市
文
化
協
会
）▼
定
員
＝

10
人（
親
子
で
の
参
加
可
）※
無

料
、要
予
約
、要
パ
ソ
コ
ン
持
参

■
申
込
＝
文
化
協
会
事
務
局（
文

化
立
市
推
進
課
内
）

☎
（２０）
３
０
４
４

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

～sum
m

er

～

　

外
国
人
の
先

生

と

英

語

を

使
っ
て
、
楽
し

く
ゲ
ー
ム
を
し

て
遊
び
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時
＝（
小
学
４
年
生
以
下

コ
ー
ス
）７
月
24
日

（火）
～
26
日

（木）
、

（
５
・
６
年
生
コ
ー
ス
）
７
月
30
日

（月）
、
31
日

（火）
各
午
前
10
時
～
正
午

▼
会
場
＝
植
野
地
区
公
民
館

▼
定
員
＝
４
年
生
以
下
コ
ー
ス
30

人
程
度
、
５
・
６
年
コ
ー
ス
20
人
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

女
性
の
地
域
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー　

　

地
域
活
性
化
の
た
め
の
女
性
団

体
や
女
性
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
研
修
で
す
。

▼
日
時
＝
７
月
17
日

（火）
～
１
月
11

日
（金）
ま
で
全
８
回　

各
回
午
前
10

時
～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
ほ
か　

■
申
込
＝
生
涯
学
習

課
☎
（２０）
３
１
０
９　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
更
新
講
習
会

▼
日
時
＝
10
月
10
日

（水）
午
後
２
時

～
４
時
、
ま
た
は
11
月
８
日

（木）
午

後
２
時
～
４
時

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
申
込
＝
７
月
31
日

（火）
ま
で
に

（公財）
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
企

画
研
修
課

〒
３
２
１
‐
０
９
７
４

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０
‐
２

※
申
込
書
類
は
該
当
者
へ
直
接
届

き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
２
６
‐
３
１
８
７

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
と
試
験
講
習
会

▼
日
時
＝（
講
習
会
・
模
擬
試
験
）

ま
ち
の
学
校
36
夏
期
生
募
集

　

全
42
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
14
日

（土）
～
９
月
30

日
（日）
▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所

▼
定
員
＝
各
講
座
５
～
15
人

▼
費
用
＝
１
回
540
円
～

■
申
込
＝
窓
口
受
付
７
月
１
日

（日）
、
電
話
受
付
７
月
２
日

（月）
各
午

前
10
時
～
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン（
同

所
１
階
）☎
（２２）
５
５
１
１

Ｂ
Ｃ
Ｐ
短
期
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
ご
案
内

▼
日
時
＝
７
月
30
日

（月）
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所

▼
講
師
＝
東
京
海
上
日
動
火
災
㈱

専
門
チ
ー
ム

▼
定
員
＝
10
社（
１
社
あ
た
り
３

人
ま
で
）※
無
料

■
申
込
＝
７
月
17
日

（火）
ま
で
に
同

所
☎
（２２）
５
５
１
１

も
の
づ
く
り
体
験
講
座

「
ま
が
玉
を
つ
く
ろ
う
」

▼
日
時
＝
８
月
12
日

（日）
午
後
２
時

～
４
時
▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
講
師
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

職
員
▼
定
員
＝
20
人

▼
費
用
＝
300
円

■
申
込
＝
同
館
☎
（２２）
５
１
１
１

９
月
27
日

（木）
午
前
10
時
～
午
後
５

時
、（
試
験
）10
月
30
日

（火）
午
後
２

時
～
４
時

▼
会
場
＝
コ
ン
セ
ー
レ（
宇
都
宮

市
駒
生
１
‐
１
‐
６
）

▼
申
込
＝
８
月
31
日

（金）
ま
で
に
（公財）

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画

研
修
課　

※
申
込
書
類
は
同
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
佐
野
市
下
水
道
課

（
植
下
町
３
３
０
０
）
で
配
布
し

て
い
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
２
６
‐
３
１
８
７

足
利
中
央
特
別
支
援
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

学
校
行
事
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
21
日

（土）
、
９
月
１

日
（土）
、
10
月
14
日

（日）
、
11
月
17
日

（土）
、
12
月
１
日

（土）
各
午
前
10
時
～

正
午

▼
会
場
＝
県
立
足
利
中
央
特
別
支

援
学
校（
足
利
市
大
月
町
８
７
１

‐
３
）

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上
で
、
３
回

以
上
出
席
で
き
る
方

■
申
込
＝
７
月
13
日

（金）
ま
で
に
同

校 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係 

上
澤
孝
一

☎
０
２
８
４
（４１）
１
１
８
５

FAX
０
２
８
４‌

（４２）
７
５
５
３

平成３０年度中期「カルパ青年 sano」　　　　

▲
日時＝８月６日（月）から　

▲
対象＝１８～５０歳の方

▲

費用＝下記受講料のほか、年会費１, ０００円　

▲

申込＝７月９日（月）～１３日（金）午後７時～９時に受講料を添えて界地区公民館へ

■

問合せ＝カルパ青年 sano 会長 宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２（平日午後７時～９時）

講座名 曜日 時間 会場 回数 受講料 定員

リズムステップ 月 午後８時～９時 界地区公民館 １２ ３，０００円 １５人

ＺＵＭＢＡ 火 午後７時２０分～８時２０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

ヨガ 火 午後８時３０分～９時３０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

フラダンス 火 午後７時４０分～９時 植野地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

バーニングエアロ 水 午後７時２０分～８時２０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

ブートアタック 水 午後８時３０分～９時３０分 界地区公民館 １３ ３，０００円 ３０人

バドミントン 木 午後８時～１０時 植野小体育館 １３ ３，０００円 ２０人

パン作り 木 午後７時～１０時 界地区公民館 ４ ６，０００円 ８人

ゴルフ 金 午後７時３０分～９時３０分 佐野グリーンゴルフ １２ １４，０００円 １５人

　
詳しくは

→ https://culpa-seinen-sano.amebaownd.com/
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アリーナたぬま「スポーツ教室」　参加者募集
教室名 開催日時 定員 費用

①ペルビックストレッチ（骨盤体操）教室①
７月１０日から１０月２日の毎週火曜日
午後７時～８時

２５人
全１０回

５，０００円

②初めてのベリーダンス教室
７月１１日から９月１２日の毎週水曜日 
午後１時３０分から２時３０分

２０人
全１０回

５，０００円

③初めてのヨガ教室
７月１２日から９月２７日の毎週木曜日 
午後１時～２時

２５人
全１０回

５，０００円

④初めてのピラティス教室
７月１２日から９月２７日の毎週木曜日
午後２時３０分から３時３０分

２５人
全１０回

５，０００円

⑤ペルビックストレッチ（骨盤体操）教室②
７月１３日から１０月１９日の毎週金曜日 
午後２時から３時

２５人
全１０回

５，０００円

⑥ステップエアロビクス教室
７月６日から９月２８日の毎週金曜日
午後７時３０分から８時３０分

３０人
全１０回

５，０００円

▲

対象＝一般成人　

▲

申込＝７月３日（火）より、アリーナたぬま☎（６１）１１５３（月曜休館）
※教室によっては期間中お休みがあります
※定員に満たない教室は、　１ 回６００円で参加可能です

運動公園「ラウンドフィットネス」好評営業中
　有酸素運動と筋力トレーニングを交互に行うことで、

効率よく運動できるサーキットトレーニングです。

▲

利用時間＝午前 9時～午後 9時

（最終受付は午後 8時）

▲

利用料＝１回３００円

▲
対象＝高校生以上

▲
持ち物＝運動の出来る服装、室

内用シューズ

▲

初回講習会日程＝①午前１０時～②午後１時～③午後

４時～④午後７時～（休館日を除き毎日）

※初回の利用時に必ず初回講習を受講していただく必

要があります（３０分程度）

■申込・問合せ＝運動公園管理事務所

☎（２５）０４０３（月曜休館）

武道館「ヒーリングヨガ」「ピラティス」好評
開催中
●ヒーリングヨガ　

▲

日時＝毎週金曜日午前１０時

～１１時

▲

利用料＝１回３００円

▲

対象＝高校生以上

▲

持ち物＝運動のできる服装、ヨガマット

●ピラティス　

▲

日時＝毎週木曜日午前１０時～１０時５０分

▲

利用料＝１回３００円

▲

対象＝高校生以上

▲

持ち物＝運動のできる服装、ヨガマット

■申込・問合せ＝佐野武道館☎（２１）００２０

（月曜休館）

　

　　

「C
O

O
L
 C

H
O

IC
E
 

と
ち
ぎ

ス
ス
メ
隊 

教
室
」
の
開
催

　

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
親
子
向

け
体
験
型
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ん
で
、
お
う
ち
で
で
き
る
エ
コ
な

活
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
８
月
２
日
（木）
午
後
２
時

～
３
時

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス（
１
階
）

▼
定
員
＝
親
子
30
人（
無
料
）

■
申
込
＝
７
月
23
日
（月）
ま
で　

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

https://coolchoicetochigi.jp/

event/index.htm
l

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
７
３
‐
９
１
０
１

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

広
報
さ
の
６
月
号
で
掲
載
し
た

「
佐
野
市
の
財
政
状
況
」
の
記
事

中
、「
水
道
事
業
会
計
予
算
の
執

行
状
況
」
の
収
益
的
支
出
の
執
行

額
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
20
億
８
９
０
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
水
道
局
総
務
課

☎
（２２）
１
６
９
６

××

7月 8日（日）
栃 木 ー 楽 天

12時プレーボール
（佐野市運動公園 野球場）

（ファーム）

交流戦
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※事前にお電話にてお申し込みください

講座名 日時 会場 対象 講師（敬称略） 定員 費用

初めてのウクレレ
７月１２日(木） 
正午～午後１時

佐野中央公民
館

谷中敦 １０人 なし

ベビーヨガセラピー
７月１２日（木） 
午前１０時３０分～正午

植野地区公民
館

※１ 小林彩子 １０組 なし

ママ友作りのベビマ
７月１３日（金） 
午前１０時３０分～正午

城北地区公民
館

※２ 柏倉美香 ８組
１組

５００円

もめない相続の成功ポ
イント

７月１７日（火）、８月８日（水） 
午後２時～３時３０分

市役所 1 階 関野義明 ２０人 １, ０００円

はじめてのパソコン講
座

７月１８日、２５日、８月１日
（各水曜）午前１０時～正午

ぱるぽーと ＮＰＯ唐沢ＰＣ ６人 ３，０００円

キッズ・チアリーディン
グ講座

７月２２日（日）
午前１０時～１１時３０分

ぱるぽーと ※３ 戸叶美恵 ８人 なし

夏 野 菜 を 使 っ た 健 康
クッキング

７月２８日（土） 
午前１０時～正午

佐野清澄高等
学校

佐野清澄高等
学校

３０人 ３００円

川の生きもの親子観察
会

７月２９日（日） 
午前９時３０分～１１時３０分

葛生あくとプ
ラザ、秋山川

※４ 金田彰二 １０組
１組

２００円

大人の水生生物（昆虫）
研究会

７月２９日（日） 
午後１時３０分～３時３０分

葛生あくとプ
ラザ、秋山川

※５ 金田彰二 １０人 ３００円

キッズワークショップ
８月２１日（火） 
午前１１時～午後１時

イオン佐野新
都市

エンジョイぷ
ちサークル

要問合せ

※１：２ヶ月～ハイハイ位までの親子　※２：２ヶ月～歩く前位までの親子　※３：４歳～小学２年生　※４：小学生の親
子　※５：高校生以上

博物館・美術館の催し　詳しくは、各館のホームページをご覧ください。

▼休館日＝毎週月曜日（１６日は開館）、７月１７日（火）　※田村耕一陶芸館は、会期中は休まず開館

葛生化石館
☎（８６）３３３２

「小さいもの展Ⅱ」開催！
肉眼では見えないほど小さい化石の世界をのぞいてみよう！

▼期間＝７月１４日（土）から　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料　

郷土博物館
☎（２２）５１１１

県立博物館地域移動博物「キノコの世界へようこそ！」開催！

▼期間＝７月２１日（土）～８月３０日（木）　 ▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料
※移動博物館講座「菌類のもつふしぎな力」８月４日（土）午後２時から開催

人間国宝
田村耕一陶芸館
☎（２２）０３１１

企画展「白
しろいろ

色の陶技」開催中　

▼期間＝７月２９日（日）まで　 ▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝３０日（月）、３１日（火）　

吉澤記念美術館
☎（８６）２００８

収蔵企画展「おいしい美術」　
野菜や果物、魚、食卓など「食」をテーマに、絵画・工芸作品をたのしむ展覧会です。　

▼期間＝７月１４日（土）から　 ▼開館＝午前９時３０分～午後５時　 ▼観覧料＝一般５１０円ほか

葛生伝承館
☎（８４）３３１１

吉澤人形頭展　栃木県有形民俗文化財に指定されている吉澤人形頭を取り上げ、地域に伝わ
る文化財をご紹介します。　 ▼期間＝７月１５日（日）～９月１７日（月）　 ▼開館＝午前９時
～午後５時　 ▼入館料＝無料

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」やホームページをご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

佐野図書館
☎（２２）１８３３

夏休み子ども映画会
７月３１日（火）午前１０
時３０分～１１時３０分

「コロボックルのすてきな
おくりもの」

児童　申込不要

夏休み Let's 司書体
験！

８月１３日（月）①午前９時
３０分～②午後１時３０分～

カウンターでの仕事体験、
図書のカバーかけ等

市内小学４～６年生（各回４
人）７月１４日（土）より申込

夏のおはなし会
８月１８日（土） 
午後２時～３時３０分

絵本や紙芝居の読み聞か
せと工作

幼児～小学生（３年生以下保
護者同伴）先着４０人、7 月
21 日（土）より申込

田沼図書館
☎（６１）１１３６

こわ～いおはなし会
～怪談としょかん～

８月５日（日）①午後２時
～２時４０分②午後２時
５０分～３時３０分

①幼児向け②小学校中学
年～

未就学児～小学生　　　　
申込不要

きりおりがみで昆虫
をつくろう！

８月１９日（日）午後１時
３０分～３時３０分

１枚の紙を切り折りして、
立体的な昆虫を作ります

親子１５組、７月２８日（土）
より申込

葛生図書館
☎（８６）３４１６

よるのおはなし会＋
ミニ工作

７月２９日（日）①午後６
時～②午後７時～

絵本の読み聞かせとミニ
工作

申込不要

夏休みブックトーク
８月４日（土）午前１０時
３０分～１１時３０分

図書館で本の紹介を聞い
た後に吉澤記念美術館を
見学

小学生と保護者、先着１０
組（無料）７月１４日（土）よ
り申込

【ナイトミュージアムズ】　吉澤記念美術館・葛生化石館・葛生伝承館・葛生図書館
葛生ワンダーランド（アロハナイト２０１８）開催にあわせ、７月２９日（日）は、
午後８時３０分まで開館します ( 美術館は午後５時から８時３０分まで観覧無料 )。
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児童館情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★７月の予定

　

ぴよぴよルームあさぬま・たぬま
あさぬま☎（８５）８２２５　たぬま☎（６２）７０４１

（あさぬま保育園、たぬま保育園内）

※４月からあさぬま保育園とたぬま保育園で開設します

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝
   ３日（火）たぬま「七夕飾りを作ろう」

１９日（木）あさぬま「リトミック」

２６日（木）あさぬま「誕生日・ママヨガ」

３１日（火）たぬま「れっつ！みゅーじっく♪」

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　「マック兄さんとあそぼう」講師：ドナルドさん

　９日（月）午前１０時３０分～（要予約）

○親子教室「水遊びグッズを作って遊ぼう」

　２５日（水）午前１０時３０分～（要予約）

○誕生会：１８日（水）午前１０時３０分～

○おはなしタイム：１０日（火）午前１１時～

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①７月１７日（火）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②７月２４日（火）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

７月１７日（火）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

７月１８日（水） 田沼保健センター

子育て教室　

乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南
毎週月曜日（祝日の場合はお休み）

夏祭り　１４日（土）午後３時～５時　

東 毎週木曜日（今月は５・１２・１９日）

西

毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム　

※毎月１回ベビーマッサージ

毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム

ゴーゴー夏祭り　１４日（土）午後３時～５時

田沼
にこにこタイム（毎週月曜日）、

ドレミルーム（第 2・第 4 水曜日）

七夕まつり　７日（土）午前１０時３０分～正午

七夕飾り遊び教室　「家庭教育オピニオンリー

ダー」の支援による楽しい七夕飾りづくりを行います。

▼日時＝７月１日（日）午後１時３０分～３時頃

▼定員＝親子５０組（１００人程度）

泥だんごづくり遊び教室　「ＥＭからさわ」の支

援による汚れた水を浄化する魔法の泥だんごを作

り環境についての学習を行います。 ▼日時＝７月

１５日（日）午後２時～３時３０分頃まで
▼定員＝親子２５組（５０人程度）

夏がきたきたコンサート　「こどもの国ＳＴＡＦ

Ｆバンド」による楽しく愉快なファミリーコンサー

ト。 ▼日時＝７月１６日（祝・月）午後２時～３時

火星大接近観測会　火星が地球に最も近づきま

す。天体観測車アストロカーで観測しましょう！

▼日時＝７月３１日（火）午後７時～９時　※雨天

中止　
※当日時間までに直接会場においでください。なお、参

加費等は無料ですが、入館時市外の大人の方は入館料

２００円が必要です

こどもの国情報

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５
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各種相談ガイド　７月５日（木）～８月２日（木）

※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問合せ

育児相談
７月１１日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

７月２３日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
７月９日（月）心理士・２５日（水）精神科医
各日午後１時３０分～

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日　午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 交通生活課（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

７月１０日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は７月２日（月）午前９時～

万葉の里城山記念館

７月１７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は７月２日（月）午前９時～

田沼中央公民館

合同相談
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

７月１３日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

７月１８日（水）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物相談は行っていません

田沼中央公民館

教育相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 教育センター
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
少年指導センター

（３階生涯学習課内）
少年指導センター
☎（２０）３０６１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日　午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児あり）

７月２０日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階

人権・男女共同参画課
☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

７月５・１９日・８月２日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 ７月２６日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
７月１９日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで
※子ども人権相談も併設します

外国人相談
月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

７月２４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

障がいのある方の相談
とちのみおたすけコール

平日午前８時３０分～午後５時３０分 ☎（２４）５７５９
上記時間以外の緊急の相談 ☎０８０（４０７３）５７９９※２４時間対応

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日　午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日　午前８時３０分～（保健師）
７月２０日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３

【マチイロ】　ＱＲコードを読み込み、アプリをインストール！

　インターネット上で閲覧でき

ます。ＱＲコードからアクセス！

スマートフォンでも「広報さの」を読むことができます

android 用iOS 用

【トチギイーブックス】



　  

〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１
URLhttp://www.city.sano.lg.jp/

携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/
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佐野短大

ともこ皮フ科

青山

佐野 IC

万里

鐙塚公園

イオン

アウトレット

★

【美容皮フ科】

【一般皮フ科】

完全予約制
診療時間/9：00～18：00

※手術、ヒアルロン酸注射、ボトックスビスタ、　脂肪溶解注射は午後からの予約となります。
※全身脱毛の最終受付は１8:0０となります。

〈一般皮フ科 診察科目〉手湿疹、にきび、接触皮フ炎、乾燥性湿疹、慢性湿疹、異汗性湿疹、脂漏性皮膚炎、足白癬（水虫）、
爪白癬、じんましん、癜風、カンジダ症、マラセチア、尋常性疣贅（いぼ）、伝染性軟属腫（みずいぼ）、単純ヘルペス、
帯状疱疹、水痘、酒さ様皮膚炎、乾癬、扁平苔癬、毛孔性苔癬、ジベルバラ色粃糠疹、鶏眼（うおのめ）、胼胝（たこ）、
円形脱毛症、丹毒、蜂窩織炎（ほうかしきえん）、伝染性膿痂疹（とびひ）、熱傷（やけど）、あたまじらみ、日焼け、切り傷・
擦り傷、母斑（ほくろ）…あらゆる皮膚疾患に対応いたします。

4月より一般皮フ科診療受付18：30まで延長

診療時間

 9:00～12：30

16:00～18：30

月 火 水 木 金 土 日祝

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

◯ ◯ ◯ 休 ◯ ◯ 休

スタッフ募集
美容受付カウンセラー /医療事務 /看護師

※一般皮フ科は予約制ではありません。

診断科目
一般皮フ科/美容皮フ科

栃木県全域、茨城県、
群馬県、都内からも
来院者多数

佐野インター
より車で
約 5 分

❶お電話にてカウンセリング予約
❷受付にてお悩みや診療内容の確認
❸院長先生による丁寧なカウンセ
　リング
❹部位に応じた高度な美容施術
❺施術後のドレッサー完備
❻安心のアフターケアサポート

診療の
流れ

美容皮フ科
スケジュール

ともこ皮フ科クリニック
佐野市
鐙塚町156-1TEL.０２８３‒８５‒９４８３
http://www.tomoko-clinic.jp ともこ皮フ科クリニック 検索

さのまるの新規写真・デザインができました！
　

●出生　６１人　●死亡１２５人

●転入２７６人　●転出２６６人

人口の動き（５月分）

●人口 １１９，２１７人（－５４） 

　　男　 ５８，９６９人（－３４）

　　女　 ６０，２４８人（－２０）

●世帯　 ５１，１９７戸（＋１３）

（　）は前月比

人口と世帯数（６月１日現在）

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

●氷室小学校６年

　ぼくの将来の夢は、農業をやることです。農業をやる人が減っているという話を聞きますが、ぼくの家は、

農業をやっています。しかし、あまり仕事を手伝えていません。だから、大人になったらその分もがんばりた

いと思っています。今はにわとりを飼っていますが、ぶたや牛も飼ってみたいです。

　つりにも興味があるので、休みの日には、秋山の自然の中で、つりを楽しみたいと思います。

数少ない農業

関塚 健
け ん た ろ う

太郎さん

　さのまるの公開写真・デザインを追加しました。５月には右の、学生服姿

の写真を含めた５点の衣装着写真を、６月には左の、バッグを持ったデザイ

ンを含めた４点のお買い物デザインを公開しま

した。

　それぞれ展開デザイン１１、１２としてさの

まる公式ホームページに掲載しています。

　どの写真・デザインもとってもキュートに仕

上がりましたので、ぜひチェックしてご活用く

ださい！

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

さのまる公式ホームページ　http://sanomaru225.com/

エアコン使用時の室温は、

２８℃程度に保ちましょう。
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